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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 7 月 1 2 日 ( 2 0 2 3 . 7 . 1 2 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 1 3 8 0 0 7
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 5 7 2 0 2 4 ( P 2 0 2 2 - 5 7 2 0 2 4 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ａ ２ ４ Ｄ 1 / 2 0 ( 2 0 2 0 . 0 1 )
   Ａ ２ ４ Ｄ 3 / 0 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ａ ２ ４ Ｄ 1 / 2 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ２ ４ Ｄ 3 / 0 4 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 4 月 2 4 日 ( 2 0 2 3 . 4 . 2 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 三 の た ば こ 充 填 物 に 含 ま れ る 、 水 分 （ 成 分 （ ｂ ） ） は 、 た ば こ 顆 粒 の 一 体 性 を 維 持 す  
る た め の も の で あ る 。
　 第 三 の た ば こ 充 填 物 の 原 料 混 合 物 は 、 水 分 を 、 通 常 、 ３ 重 量 ％ 以 上 、 １ ３ 重 量 ％ 以 下 の  
量 で 含 有 す る 。 ま た 、 第 三 の た ば こ 充 填 物 は 、 水 分 を 、 通 常 、 乾 燥 減 量 の 値 が ５ 重 量 ％ 以  
上 、 １ ７ 重 量 ％ 以 下 の 量 で 含 有 し 得 る 。 乾 燥 減 量 と は 、 試 料 の 一 部 を 測 定 の た め に 採 取 し  
、 採 取 さ れ た 試 料 中 の 全 水 分 を 蒸 発 さ せ る こ と に よ り 試 料 を 完 全 乾 燥 さ せ た と き （ た と え  
ば 、 一 定 の 温 度 （ １ ０ ５ ℃ ） で １ ５ 分 間 乾 燥 さ せ た と き ） の 乾 燥 前 後 で の 重 量 変 化 を 指 し  
、 具 体 的 に は 、 試 料 に 含 ま れ て い る 水 分 の 量 お よ び 上 記 乾 燥 条 件 で 揮 発 す る 揮 発 性 成 分 の  
量 の 合 算 値 の 、 試 料 重 量 に 対 す る 割 合 （ 重 量 ％ ） を 指 す 。 す な わ ち 、 乾 燥 減 量 ( 重 量 ％ ) は  
、 以 下 の 式 で 表 す こ と が で き る 。
乾 燥 減 量 ( 重 量 ％ ) ＝ { ( 完 全 乾 燥 前 の 試 料 の 重 量 ) － ( 完 全 乾 燥 後 の 試 料 の 重 量 ) } × １ ０ ０ ／  
完 全 乾 燥 前 の 試 料 の 重 量
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
［ 実 施 例 ２ ］
　 開 孔 を 設 け る 位 置 を 冷 却 セ グ メ ン ト と フ ィ ル タ ー セ グ メ ン ト と の 境 界 か ら 、 冷 却 セ グ メ  
ン ト 側 の 方 向 の ２ ｍ ｍ （ 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ の 吸 口 端 か ら ２ ２ ｍ ｍ ） の 位 置 に 変 更 し た こ  
と 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同 様 の 方 法 を 適 用 し 、 実 施 例 ２ の 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ を 作 製 し た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
＜ 香 料 デ リ バ リ ー 量 の 評 価 ＞
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　 実 施 例 １ 及 び ２ 、 並 び に 比 較 例 １ 及 び ２ で 作 製 し た 各 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ を 喫 煙 試 験 に  
供 し 、 加 熱 に よ り 生 成 さ れ る 成 分 の デ リ バ リ ー 量 を 評 価 し た 。
　 喫 煙 試 験 は 、 Ｃ ａ ｎ ａ ｄ ｉ ａ ｎ   Ｉ ｎ ｔ ｅ ｎ ｓ ｅ   Ｒ ｅ ｇ ｉ ｍ ｅ （ Ｃ Ｉ Ｒ ） を 参 考 に 下  
記 の 条 件 で 行 っ た 。
　 外 周 加 熱 を 行 う 電 気 加 熱 式 デ バ イ ス を 使 用 し 、 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ を 挿 入 し た 後 に 、 ヒ  
ー タ ー 温 度 を ２ １ 秒 間 以 内 で ２ ９ ５ ℃ ま で 昇 温 し 、 ５ 秒 間 以 内 で ２ ６ ０ ℃ ま で 降 温 し 、 評  
価 終 了 ま で （ 約 ３ ３ ０ 秒 間 ） ２ ６ ０ ℃ で 維 持 し た 。 こ の 後 、 喫 煙 試 験 は Ｂ ｏ ｒ ｇ ｗ ａ ｌ ｄ  
ｔ 社 製 １ 本 が け 自 動 喫 煙 機 を 用 い て 、 流 量 ５ ５ ｃ ｃ ／ ２ 秒 、 喫 煙 間 隔 ３ ０ 秒 の 条 件 で 自 動  
喫 煙 を 行 う 。 こ の 際 、 冷 却 セ グ メ ン ト に 施 さ れ た 開 孔 が 、 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ と 電 気 加 熱  
式 デ バ イ ス と が 接 触 す る 領 域 の 吸 口 端 側 の 端 部 か ら ２ ５ ． ５ ｍ ｍ と な る よ う に し た 。 喫 煙  
試 験 で 発 生 し た 主 流 煙 を ケ ン ブ リ ッ ジ パ ッ ド に 捕 集 し 、 パ フ 動 作 を １ ２ 回 行 な っ た 後 に ケ  
ン ブ リ ッ ジ パ ッ ド を 取 り 出 し 、 １ ０ ｍ Ｌ の エ タ ノ ー ル に て 抽 出 し 、 Ｇ Ｃ － Ｍ Ｓ を 用 い て 各  
パ フ 動 作 で 採 取 し た 主 流 煙 中 の 各 成 分 の 量 を 測 定 し た 。
　 実 施 例 １ 及 び ２ 、 並 び に 比 較 例 １ 及 び ２ に お け る 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ に お い て 、 上 記 の  
測 定 か ら 得 ら れ た 主 流 煙 中 の メ ン ソ ー ル の 量 を 図 ７ に 示 す 。
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